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平成25年度  柏崎刈羽原子力発電所温排水等漁業調査結果（要約） 

平成 26 年８月 

                  新 潟 県 

  平成 25 年度柏崎刈羽原子力発電所温排水等漁業調査は、水温・塩分、流況、動物プランクトン、

卵・稚仔、付着生物、漁業資源を調査対象項目として実施した（図１）。ただし、定期検査により全

号機が停止しているため、温排水が排出されない状況で調査を行った。 

図１ 調査定線および定点 

１ 水温・塩分調査 

発電所周辺海域の17定点で水温塩分測定器を用い、水深別の水温と塩分の測定を、また同海域の

16定線で多層曳航式水温計を用い、表層、水深２m、３m層の水温測定をそれぞれ年７回行なった。 

(1)  温排水拡散域（周辺の海水温より1℃以上高い範囲）の分布は、いずれの調査月でも認められな

かった（図２）。 

(2) 塩分の水平的な分布は、柏崎港から鯖石川周辺で低塩分域がみられたが、全般に30～33台で、

過去の調査と同様の傾向を示した（表１）。 

調査項目 調査位置の番号及びマーク
　● 定点1～17（17点）：鉛直分布調査
　　　　　　 定線A～P（16線）：水温水平分布調査
　★ 連続調査定点
　水温水平分布調査定線上（118点）

動物プランクトン 　定点 1・4・7・9（4点）
卵・稚仔 　定点 1・4・7・9（4点）
付着生物 　　　　　　 2海域（5点）

水温・塩分

流況
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番神岬

柏崎刈羽

原子力発電所

観音岬

5km

★

過去最大

到達点

H16.5月

（17.7km）定点観測流向出現頻度分布図（Ｈ25年）

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 11月 ３月
分布方向 － － － － － － －
最大到達距離（km） － － － － － － －

図２ 温排水拡散域の最大到達点と距離 

表１ 塩分調査結果 

9.53 ～ 32.67 26.83 ～ 34.39 15.91 ～ 33.93

（H20～H24年度）

事前調査

（S58～S59年度）
平成25年度

過去５ヶ年間の調査結果

２ 流況調査 

 発電所周辺海域の 16 定線でドップラー式流向流速計を用い、また１定点でメモリー電磁流速計

を用い、それぞれ水深5m層の流向と流速を測定した（図３）。 

(1) 定線測定時の流向は、北北東～北東方向への流れが卓越し、流速は主に10～30cm/secの範囲で、

過去の調査結果と同様の傾向を示した。 

(2) 定点測定時の流向は、北北東～北東への流れが卓越し、流速は8.2～31.5cm/secの範囲で、過去

の調査結果と同様の傾向を示した。

定線観測 定点観測

図３ 定線及び定点観測における流向の出現頻度 

(※) 

(※)過去最小値は H7 年 4 月で 10.20 
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３ 動物プランクトン調査 

 発電所周辺海域の４定点で年２回（５月、９月）北原式定量ネットを用いて採集し、出現種、個

体数、湿重量について調査した（表２）。 

(1) 平均出現個体数は５月が 27,173 個体/m３、９月が 32,345 個体/m３、平均湿重量は５月が 619.3   

mg/m3、９月が 475.8mg/m3であった。 

(2)  出現種の組成は、５月は節足動物が 71.5％、原索動物が 21.0％、９月は節足動物が 54.8％、

軟体動物が29.3％で、いずれの季節も節足動物が優占した。 

   出現個体数および平均湿重量は過去の調査結果の範囲内であり、出現種およびその組成も過去

の調査結果と同様の傾向を示した。 

27,173 ～ 32,345 4,340 ～ 28,113 10,113 ～ 40,616

門 組 軟 体 動物 0.6 ～ 29.3 0.4 ～ 3.5 0.2 ～ 14.0

別 成 節 足 動物 54.8 ～ 71.5 69.6 ～ 90.4 48.2 ～ 79.2

の 比 原 索 動物 1.7 ～ 21.0 0.6 ～ 29.4 0.9 ～ 36.3

（％） (※１) 原 生 動 物 0.5 ～ 5.4 － 0.1 ～ 50.3

475.8 ～ 619.3 230 ～ 880 210 ～ 1,280

表２ 動物プランクトン調査結果

事前調査

（S58～S59年度）
平成25年度

過去５ヶ年間の調査結果

（H20～H24年度）
項 目

平均個体数（個体／m
3
）

平均湿重量（mg／m
3
）

 ４ 卵・稚仔 

採集は、動物プランクトンの採集と同じ定点、時期にリングネットを用いて行い、出現種、個体

数について調査した（表３）。 

(1)   卵の平均出現個体数は５月が475,029個体/1,000 m３、９月が466個体/1,000 m３で、主な出現

種類は、５月がマイワシ、９月がシロギスであった。 

(2)   稚仔の平均出現個体数は５月が7,320個体/1,000 m３、９月が339個体/1,000 m３で、主な出現

種類は、５月がコノシロ、９月がシロギス、ハゼ科であった。

稚仔の出現種類数および平均出現個体数は過去の調査の範囲内であった。卵の出現個体数はこ

れまでの調査で最も多かったものの、出現種類数は過去の調査結果の範囲内であった。

表３ 卵・稚仔調査結果

4 ～ 9 1 ～ 10 4 ～ 12

466 ～ 475,029 1 ～ 25,857 108 ～ 26,456

稚 6 ～ 9 8 ～ 19 1 ～ 14

仔 339～ 7,320 0 ～ 2,869 2 ～ 4,211

平成25年度

出 現 種 類 数

項 目

卵
平均個体数（個体／1,000m

3
）

過去５ヶ年間の調査結果

（H20～H24年度）

事前調査

（S58～S59年度）

出 現 種 類 数

平均個体数（個体／1,000m
3
）

(※1) 組成比上位４門

(※2) 過去最大値はH12年 9月で 38.8

(※2) 過去最大値はH17年 6月で 7,827 

（※2）

(※2) 

(※1) 過去最大値はH1年 6月で 116,039 

(※1) 
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５ 付着生物調査

発電所港湾域における植物は、５月が53種類、９月が37種類出現し、紅藻植物の種類数が多

かった（表４）。主な出現種類は、シオグサ属、サナダグサ、イソモク、ヤツマタモク、ヨレモ

ク、テングサ科、有節サンゴモ類、無節サンゴモ類、イワノカワ科、イギス科、ダジア科、ゴザ

モネであった。動物は５月が32種類、９月が34種類出現し、軟体動物の種類数が多かった（表

５）。主な出現種は、カンザシゴカイ科、コケムシ綱、イタボガキ科、フジツボ科であった。植

物、動物とも出現種数および被覆率に大きな経年変化は認められなかった。 

観音岬における植物は、５月が21種類、９月が13種類出現し、褐藻植物および紅藻植物の種

類数が多かった（表６）。主な出現種は、シオグサ属、サナダグサ、ヤツマタモク、ヨレモク、

有節サンゴモ類、無節サンゴモ類、イワノカワ科であった。被覆率について、大きな経年変化は

認められなかった。 

発電所港湾域における動植物及び観音岬における植物の分布状況及び季節変化は、過去の調査

結果と同様の傾向を示した。 

表４ 発電所港湾域付着植物調査結果 

緑 藻 植 物 3 ～ 6 4 ～ 5 3 ～ 6

褐 藻 植 物 15 ～ 21 6 ～ 11 11 ～ 20

紅 藻 植 物 19 ～ 26 12 ～ 19 12 ～ 33

（S58～S59年度）

出現種類数

過去５ヶ年間の調査結果

（H20～H24年度）
平成25年度

事前調査
項 目

表５ 発電所港湾域付着動物調査結果

腔 腸 動 物 3 ～ 4 － 2 ～ 4

軟 体 動 物 17 3 15 ～ 19

節 足 動 物 5 1 4 ～ 6

環 形 動 物 1 1 1 ～ 3

事前調査

（S58～S59年度）

(※1)

出現種類数

項 目
過去５ヶ年間の調査結果

（H20～H25年度）
平成25年度

表６ 観音岬付着植物調査結果

1

10 ～ 11

12 ～ 14 ～

（8 ～ 9）
（※1）

2

5

10～

緑 藻 植 物

9

事前調査

（S58～S59年度）
平成25年度

～

項 目

出現種類数 褐 藻 植 物

紅 藻 植 物 6

過去５ヶ年間の調査結果

1 6～

5 13～

4 12

（H20～H24年度）

（1）
(※1)

(10)
（※1）

（※1） 平成19年度に調査範囲を変更したため、平成19年度以降の調査定点に限定して比較した

(※1) 組成比上位４門

（※1） 

（※1）過去最大値はH3年度春期,H13年度春期で 21 
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６ 漁業資源調査

新潟漁業協同組合柏崎支所および出雲崎支所の漁獲量を調査した。 

柏崎支所の年間漁獲量（属人）は193トンで対前年比122.1％に増加した（図４）。これは、さ

ざえ、ひらめの水揚げが増加したためと考えられる。出雲崎支所の年間漁獲量は349トンで対前

年比95.6％であった。これは、かれい類、ハタハタ等で水揚げが減少したためと考えられる。 
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図４ 各地区における漁獲量推移 


